
有明海にひらく湧水あふれる火山と歴史の田園都市　島原
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定住促進に向けて
　8月から９月にかけて、東京などの大学生が市内の空き家で生活
しながら、空き店舗をアトリエにして創作活動を行いました。
　これは、市が実施する「島原体験シェアハウス事業」（旧店舗と
空き家を活用した短期滞在型）に、３校の大学から総勢 15人の大
学生が夏休みを利用して、参加したものです。
　参加した学生たちは、油絵などを描きながら、アトリエを訪れる
市民らと交流するとともに、精霊流しなどのイベントにも参加する
などして、島原での生活を満喫しました。
　市では、交流人口の増加や将来的な定住促進に向けた取り組みを、
今後も継続していく予定です。

No.737

空き店舗をアトリエにして創作活動に励む大学生


